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第１章 文化芸術振興計画の概要 

１ 策定の趣旨 

西東京市では、平成21（2009）年に制定した「西東京市文化芸術振興条例」を基に、文化芸術の

振興施策を総合的かつ計画的に推進するため、平成24（2012）年に第１期となる「西東京市文化芸

術振興計画」、平成31（2019）年に「西東京市第２期文化芸術振興計画（以下『第２期計画』という。）」

を策定し、地域の文化芸術活動や地域資源を生かした様々な施策に取り組んできました。 

令和２（2020）年以降は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、人が集まることや外出

が制限され、様々な活動が自粛されました。市民生活においても、様々な面で行動変容を迫られる

ようになりました。 

西東京市においても、様々な活動において外出や交流の機会が減少し、文化芸術に関わる事業や

市民活動も大きな影響を受け、文化芸術活動の中止・延期・縮小を余儀なくされました。 

このような状況における文化芸術の役割として、国の文化芸術推進基本計画（第２期）（令和５

（2023）年３月）では、「未曽有の困難と不安の中、文化芸術は、人々に安らぎと勇気、明日への希

望を与えるものとして、その本質的価値が改めて世界中で認識された」と示されています。また、

オンラインの活用が急速に進んだことにより、文化芸術における鑑賞・表現方法が多様化するとと

もに、新たな楽しみ方も生まれてきています。 

こうした背景を踏まえ、第２期計画の基本的な考え方を引継ぎ、「市民一人ひとりが文化芸術を

享受・創造・発信できる文化の香りあふれるまち」に向けて推進するとともに、『心身の健康（ウェ

ルビーイング）』や、『地域への愛着』、『共生社会の実現』、『地域の活性化』の効果を意識しながら

文化芸術に関する施策をさらに推進するため、「西東京市第３期文化芸術振興計画（以下『第３期計

画』という。）」を策定しました。 
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２ 計画の概要 

（１）計画の位置づけ 

第３期計画は、国の「文化芸術基本法」、「西東京市文化芸術振興条例」に基づき、本市の文化芸

術の推進に関する計画として策定するものです。 

第３期計画は、国、東京都の文化芸術に関連する計画や方針等を踏まえ、本市の上位計画である

西東京市第３次基本構想・基本計画及び他の分野別計画との整合・連携を図りながら、西東京市に

おける文化芸術振興施策を総合的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画期間 

第３期計画は、デジタル化の急速な進展等の文化芸術を取り巻く社会情勢の変化や市民のニーズ

等が、大きく変化しつつある状況に柔軟に対応しながら取組を推進するため、令和６（2024）年度

から令和10（2028）年度までの５年間を計画期間とします。 
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第２章 文化芸術振興の背景 

１ 文化芸術に関する施策を取り巻く状況 

（１）国の動向 

新型コロナウイルス感染症の拡大による影響は長期に及び、人々は新しい生活様式に応じた日常

生活を余儀なくされ、文化芸術に関わる様々な活動にも大きな影響が生じました。多くの文化イベ

ントや公演等が中止・延期・縮小されたことにより、文化施設において公演等を鑑賞することや、

文化財に触れるといった直接的な文化芸術体験が持つリアルな体験や、会場の一体感の共有等の重

要性が改めて認識されることとなりました。一方で、外出機会や人との交流が減少したことが、オ

ンラインを活用した発表やワークショップなどの工夫、新しいコンテンツや手法を取り入れた事業

展開を促しました。 

また、文化芸術は、観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業その他の分野との連携の可

能性が高く、さらにデジタル化の推進によって新しい視点や付加価値を生み出すことも期待される

ため、社会的・経済的価値にも注目しています。 

 

 

①「文化芸術推進基本計画（第２期）」の策定 

令和５（2023）年３月、「文化芸術推進基本計画（第２期）」が策定されました。文化芸術を取り

巻く状況の変化や第１期基本計画期間の成果と課題を踏まえ、第１期の４つの目標を中長期目標と

して基本的に踏襲した上で、今後５年間において推進する重点取組や施策群、そしてこれらの施策

の着実かつ円滑な実施に必要な取組について示しています。 

本市の今後の文化芸術振興においては、文化資源の保存と活用や次世代を担う子どもたちの育成、

多様性の視点を含めた文化芸術に関する施策を推進することなどを重視して進めていくことが求

められます。 

 

 

②「障害者による文化芸術活動の推進に関する基本的な計画（第２期）」の策定 

平成30年（2018年）６月に障害者による文化芸術活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

推進し、文化芸術活動を通じた障害者の個性と能力の発揮及び社会参加の促進を目的として、「障

害者による文化芸術活動の推進に関する法律」が施行されました。令和５（2023）年３月に「障害

者による文化芸術活動の推進に関する基本的な計画（第２期）」を策定し、障害者の文化芸術活動を

推進する上での基本的な方針や、計画期間において目指す姿等について定めています。 

本市の今後の文化芸術振興においては、障害者の文化芸術活動の支援や、福祉分野との連携等に

よる障害者が文化芸術に親しみ、参加する機会等の充実など求められます。 
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（２）東京都の動向 

 

「東京文化戦略2030」の策定 

令和４（2022）年12月、2040年代における東京のあるべき姿を描き、東京都の文化行政の方向性

や重点的に取り組む施策を示したものとして策定されました。「芸術文化で躍動する都市東京」を

将来像として掲げ、将来像を実現するための４つの「戦略」が示されています。 

本市の今後の文化芸術振興においては、ウェルビーイングの実現などの考え方を取り入れながら、

市民が文化芸術を身近に触れられることや地域の団体等が継続的に活動していくための支援など

を進めていくことが求められます。 

 

 

 

（３）西東京市の取組 

 

①「西東京市第３次基本構想・基本計画」の策定（中間まとめ中） 

本市では、令和６（2024）年３月に令和６（2024）年から令和15（2033）年の10年間を計画期間

とする「西東京市第３次基本構想・基本計画」を策定しました。 

これからのまちづくりに求められる６つの基本的な視点を礎として、まちづくりを総合的かつ計

画的に進めるため、行政運営における市の長期的なビジョンである「基本構想」とそれを実現する

ための施策を示す「基本計画」を示しています。計画の中で、文化芸術は６つの基本目標（目指す

べき将来像）の中の基本目標６「活力と魅力のあるまち」に位置づけられており、第３期計画は、

基本施策 15「多様な学びと文化芸術・スポーツが息づくために」の「15-3 文化芸術の振興と文化

財の保護」の取組を具体的に推進するための個別計画の一つとなります。 

 

 

②「子どもが『ど真ん中』のまちづくり」の推進 

本市では、まち全体で今と未来を生きるすべての子どもの育ちを支えていくため、平成30年（2018）

年に「西東京市子ども条例」を制定し、「子どもが『ど真ん中』のまちづくり」を進めています。 

まち全体で子どもの健やかな育ちを支え、子どもにやさしいまちづくりを進めることは、誰にでも

やさしいまちづくりにつながります。これは SDGs が目指す「誰一人取り残さない」ことにも通じる

視点であり、次世代への責任ある選択を行うことにより、持続可能なまちづくりを目指しています。 

そのため、文化芸術振興においても、子どもの健やかな育ちにつながるよう、子どもの体験機会

の充実や継続的な活動への支援などに取組みます。 
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③「健康」応援都市の実現に向けた取組 

本市では、平成23（2011）年に「健康都市宣言」を、そして、平成26（2014）年７月８日には WHO

（世界保健機関）西太平洋地域事務局の呼びかけにより創設された「健康都市連合」に加盟してお

り、こころやからだの「健康」はもとより、地域やまち全体の健康を皆様と共に考え、支え合うま

ち『「健康」応援都市』を目指しています。 

近年、心身と社会的な健康を意味する概念としてウェルビーイングが注目され、国内外での政策

において重要なテーマとして取り扱われています。国の「文化に関する世論調査－ウェルビーイン

グと文化芸術活動の関連－報告書」（令和４（2022）年３月31日）においても、文化芸術は感情を動

かし、人生の意義を感じるうえで広く重要視され、多くの人の生活の中に取り入れられるべきもの

であるとされていることから、本市では引き続き、心穏やかな生活や創造的な生活に資する活動と

して、文化芸術の推進に取組みます。 

 

西東京市健康都市宣言 

私たちの願いは、みどりを身近に感じることができ、安心して外出できる地域で、心身ともに

健康で、一人ひとりがいきいきと輝いて暮らすことです。 

そのために、私たちは、自らの健康は自らの手でつくることを基本とし、お互いに支え合いな

がら、生涯にわたって健康づくりを進めます。 

一、自らの健康状態を知り、快適な生活を楽しみます 

 一、地元の野菜がある食生活を楽しみます 

 一、運動やスポーツのある生活を楽しみます 

 一、休養を上手にとり、心穏やかな生活を楽しみます 

 一、身近なところから学び、創造的な生活を楽しみます 

 

 

（４）国、東京都、西東京市の動向のまとめ 

 

 

  ⚫ 文化芸術の本質的な価値と他分野連携等による社会的・経済的価値の向上を意識 

⚫ 国や東京都で文化芸術とウェルビーイングとの関連が注目されていることから、第

２期計画で取り組んできた４つの「目指すべき姿に併せて複合的に生み出される効

果」の「心身の健康」にあらためて着目 

⚫ 新型コロナウイルス感染症の影響、多様性、包摂性、持続可能性をキーワードとし

た新たな社会の実現、デジタル化の進展など、社会環境の変化に対応 

⚫ 障害者の文化芸術活動の支援や、福祉分野との連携等による障害者が文化芸術に親

しみ、参加する機会等の充実 

⚫ 文化芸術に関わる取組を総合的に推進するとともにまちの活力や魅力に結び付ける 

⚫ 西東京市の「子どもが『ど真ん中』のまちづくり」に貢献し、子どもの体験機会の

充実や継続的な活動への支援などを推進 

⚫ 市民の心穏やかな生活や創造的な生活に資する活動としての文化芸術の推進 
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２ 西東京市の現状と課題 

（１）西東京市の文化芸術に関する取組状況 

本市は、市内各所で地域の特色を生かしたイベントを開催しており、市民との協働や広域連携に

よる取組も行っています。また、保谷こもれびホールなどの地域の拠点となる文化施設を整備して

おり、文化芸術活動の拠点として市民に利用されています。 

 

①主な文化芸術に関する事業 

 

〇 西東京市民文化祭 

毎年10月から11月にかけて市内各所の公共施設等で開催され、市民が中心となって活動する

活動団体が多数参加し、活動団体の発表の場であるとともに、市民同士の交流を深める機会で

もあります。また、活動団体の発表に加えて、「日本の文化体験フェス」in 市民文化祭や歴史

的な文化資源の紹介など多彩な内容となっています。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりましたが、令和３年度から

は動画配信等を取り入れるなど工夫しながら開催し、新たな発表・鑑賞のあり方も広げていま

す。 

 

〇 西東京市民まつり 

毎年11月の２週目の土曜日・日曜日に西東京いこいの森公園で開催され、市民の知恵と工夫

と創造とが発揮された、市民と市との協働によるイベントです。人と人とのつながりを大切に

し、西東京市の新たな伝統や風土、地域文化の創造を目指しています。 

開催に当たっては、市民・農業・商工の３部門で構成された実行委員会のもと、警察署や消

防署、学校等多くの関係機関等と連携して実施しており、出店やパフォーマンス、パレード等、

様々な催しを通して市民に親しまれています。 

 

○ 「対話による美術鑑賞」事業 

子どもたちが美術作品をじっくり観察し、自分の意見を出したり、他の人の意見を聞いたり

することを通して、自由に発想することや様々なものの見方を経験できる事業です。子どもが

文化芸術に出会うきっかけづくり、気軽に文化芸術に親しむことができるきっかけづくり、文

化芸術活動を支える市民ボランティアの発掘・育成と協働を目的に実施しています。 

主に市内の小学校を巡回して行うほか、市民向けの事業も行っており、鑑賞コミュニケータ

ーとしての研修を重ねた市民ボランティアが進行役を担っています。 

 

○ 多摩六都フェア 

本市は、隣接する小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市とともに、多摩北部都市広域行政

圏協議会を構成し、音楽や演劇等の文化事業やスポーツ大会などを通じて広域的交流を図る

「多摩六都フェア」を実施しています。 

文化芸術に関わる分野では、圏域５市を代表する著名な美術家による展覧会「多摩北部５市

美術家展」を毎年持ち回りで実施しており、市域を超えた芸術家・市民の交流や、地域での文
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化芸術の振興を目指しています。本市においては、平成30年度より「パラアート制作ワークシ

ョップ及びパラアート展覧会」を開催しており、圏域５市に在住・在学の障害を持つ中高生が

参加するワークショップで制作した作品と一般公募した作品を５市で巡回して展示を行って

います。 

 

 

○ 保谷こもれびホールでの多様な文化事業 

保谷こもれびホールでは指定管理者制度を導入し、民間の専門的知識を活用して、幅広い事

業展開を行っています。 

市民の文化芸術に触れる機会の創造、活動団体の活動の更なるステップアップ、それによる

西東京市全体の文化芸術の発展を目指して事業を実施しています。 

 

 

○ 公民館事業 

公民館は、社会教育施設として、子どもから高齢者まで幅広い世代を対象に文化事業を含む

様々な分野の事業を行っています。市民の多様な学習ニーズに応え、地域課題の解決につなが

る学習等、様々な学習機会を提供するとともに、団体・サークル活動を支援し、市民の学習活

動の拠点としての役割を果たしています。 

 

 

② 文化芸術を支える拠点 

本市では、市民の文化芸術活動の振興を図り、地域文化の創

造と発展に寄与するため、文化芸術活動が行える環境を提供す

る保谷こもれびホール、コール田無、アスタ市民ホールの３つ

の文化施設を整備しています。 

このほか、公民館や市民交流施設なども市民の発表、練習な

どの活動を支えています。 

また、施設に限らず、駅前スペースなど、身近な場所で文化

芸術に触れ、親しむことができる取組を実施しています。 

 

 

  
保谷こもれびホール 
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③地域で親しまれる文化資源 

市内には、今日まで守り伝えられてきた文化財が多数あります。文化財以外にも、各所にパブリ

ックアートが点在しており、これらは地域における文化資源として市民に親しまれています。 

文化財としては、国指定文化財である下野谷遺跡のほか、寺院及び神社等など様々な文化財が存

在しています。市内に位置する国及び東京都、市の指定文化財・登録文化財は55件、埋蔵文化財包

蔵地（遺跡）は14件となっています。 

また、西武柳沢駅南口周辺などの彫刻作品、庁舎や文化施設、公民館などの公共施設にある絵画

作品も、パブリックアートとして市民が気軽に触れることができる文化資源といえます。 

  

  

写真 

 

写真 

 

写真 

 

写真 
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（２）第２期計画の施策内容と評価 

 

①第２期計画の施策内容 

第２期計画で掲げた基本方針と施策に沿って、以下のような取組を実施してきました。 

基本方針 施策 主な取組内容 

１ 参加の 

きっかけづく

り 

１ ライフステ

ージ等に合わ

せた文化芸術

活動の提供 

 パラアート制作ワークショップ及びパラアート展覧

会 

 高齢者大学 

 各世代を対象とした公民館事業 

 中学・高校生年代プロジェクト 

２ 気軽に文化

芸術に親しむ

ことができる

機会づくり 

 保谷こもれびホール指定管理者による公演等 

 公民館事業 

 「対話による美術鑑賞」事業（地域活動） 

３ 子どもが文

化芸術に出会

うきっかけづ

くり 

 「対話による美術鑑賞」事業 

 保谷こもれびホール指定管理者による学校アウトリ

ーチ 

 保育園の合同観劇会 

 小中学校での展覧会、学芸会、音楽会、合唱コンクー

ル等の実施 

４ 市民に届く

効果的な文化

情報の提供 

 公共施設等でのポスター・チラシ等の掲示 

 市 HP、SNS等の活用 

 地域メディアの活用 

 アプリを活用した下野谷遺跡の魅力発信 

 保谷こもれびホール指定管理者による広報紙の発行・

配布 

２ 市民が活

動しやすい

環境づくり 

１ 文化芸術を

身近にする活

動場所の確保 

 文化芸術活動に活用できる公共施設の活用推進 

 ペデストリアンデッキを活用した文化芸術活動の支

援 

２ 市民の文化

芸術活動を支

える環境づく

り（文化施設

のあり方） 

 計画的な文化施設等の改修 

 市民会館跡地活用事業の実施 

 公共施設の利用者懇談会等による市民意見の把握 

 コミュニティバス「はなバス」との連携による文化施

設へのアクセス確保 

３ 文化芸術

を担う人づ

くり 

１ 自立的な文

化芸術活動の

推進 

 伝統文化等継承事業補助金の交付 

 市民文化祭実行委員会や市民まつり実行委員会への

支援 

 活動団体の自主企画や運営に対する助言 

２ 次代の文化

芸術を担う人

づくり 

 市内高校生及び近隣高校生による発表イベント 

 保谷こもれびホール共催による「子ども踊り教室」 

 伝統文化親子教室事業、子供たちのための伝統文化体

験機会回復事業への支援 

３ 文化芸術を

支える人材の

育成と活用 

 市民ボランティアフォローアップ研修 

 会場係ボランティアの募集・活用 

 下野谷遺跡の「したのやサポーター」制度、「したのや

ムラびと」制度 
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４ 多彩な文化

芸術の担い手

を広げる取組

の推進 

 市民文化祭の実施 

 市民まつりの実施 

 NPO企画提案事業（ペデライブ）への協力 

４ 伝統文化

等の継承 

１ 文化財の保

存・継承と活

用 

 未指定の文化財や郷土資料室の収蔵資料を含めた文

化財や歴史資料の維持・管理 

 郷土資料室（特別展） 

 下野谷遺跡に関する指定地の拡大 

 西東京市デジタルアーカイブ 

２ 地域の特色

となる文化芸

術の形成 

 下保谷四丁目特別緑地保全地区でのイベント 

 地域・行政資料の収集、提供、保存 

５ 交流によ

る活動の拡

大・活性化 

１ 障害者や外

国人など多様

性への理解と

交流の促進 

 保谷障害者福祉センター文化祭 

 留学生ホームビジット 

 日本語スピーチコンテスト 

２ 他分野と結

びつけた文化

芸術活動・交

流の促進 

 多摩六都フェアパラアート制作ワークショップ 

 市内及び近隣の高校生が実行委員となりバンドやダ

ンス、英語劇等の発表を行うイベント 

３ 多様な担い

手の連携によ

るまちづくり

への促進 

 NPO市民フェスティバル 

 武蔵野大学と連携した日本語スピーチコンテスト  

 保育園児及び小学生から野菜をテーマとしたイラス

トを募集し、入選作品によるカレンダーを作成 

４ 近隣市や姉

妹都市・友好

都市との交流 

 多摩六都フェアパラアート制作ワークショップ、パラ

アート展覧会 

 多摩北部５市美術家展 

 姉妹都市である福島県南会津郡下郷町と郷土料理を

テーマとしたオンラインによる交流事業 
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②評価 

評価については、第２期計画で示した本市の文化芸術に関わる主な３つの課題に対して、文化芸

術振興推進委員会及び文化芸術振興庁内検討委員会において総合評価を行い、達成できたこと、達

成できなかったこと、今後の課題をまとめています。 

 

３つの課題 達成できたこと 達成できなかったこと 今後の課題 

１ 市民に身近

な鑑賞機会の

あり方 

・事業やイベントにお

けるオンラインの活

用 

・新しい生活様式を踏

まえ、工夫を講じた

事業やイベントの実

施 

・文化芸術に親しむ機

会の提供、文化芸術

に親しむきっかけづ

くりとなる事業やイ

ベントの実施 

・市民に対する事業や

イベントの情報発信 

・より多くの市民が参

加できる機会づくり

の充実 

・新しい実施手法での

事業やイベントの実

施 

・より多くの市民に届

く効果的な情報発信 

２ 文化芸術の

担い手を広げ

る取組の推進 

・ボランティアの育成

や活用 

・文化芸術を行う活動

団体や大学、関係各

部署との連携 

・駅前発信プロジェク

トを活用した地域の

魅力等の発信 

・民間事業者との連携 

・文化芸術活動の新た

な担い手となる活動

者の発掘 

・地域で実施している

文化芸術活動に関す

る周知 

・民間事業者や親善大

使等、発信力のある

活動者等との連携 

・新たに文化芸術活動

に興味を持つ層を増

やすための効果的な

情報発信 

・文化芸術活動者同士

が連携・交流できる

機会づくり 

３ 文化芸術を

通したまちづ

くりへの展開 

・高校、大学、関係団

体等、様々な主体と

の連携 

・多摩六都事業等、他

分野と結びつけた事

業の実施 

・多様な市民が参加

し、交流できる事業

やイベントの実施 

・既存事業と他分野を

結びつけた事業やイ

ベントの実施 

・地域のニーズを把握

した様々な主体との

さらなる連携 

・より幅広い他分野と

連携した事業の実施 

・文化芸術を通した市

民同士のつながりが

増える取組の促進 
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（３）第２期計画の取組から見えてきた課題 

市民及び市内活動団体等の文化芸術に関する状況や意向等を把握するため、令和４（2022）年度

にアンケート調査等を実施しました。また、文化芸術振興推進委員会等での議論を踏まえ、第２期

計画の取組から見えてきた課題を次のように整理しています。 

 

①新型コロナウイルス感染症の影響による文化芸術に親しむ機会の減少 

新型コロナウイルス感染症の影響により、鑑賞や活動等文化芸術に親しむ機会が減少しています 

市民及び子どもを対象としたアンケート調査では、いずれも、過去１年間で直接、文化施設等で

鑑賞した人の割合や西東京市民文化祭や西東京市民まつり等のイベントへの参加した人の割合は、

新型コロナウイルス感染症の影響前と比較して、減少しています。新型コロナウイルス感染症の影

響による各種イベントの延期・中止とともに、参加者側の行動抑制等により、文化芸術に親しむ機

会の減少が懸念されます。 

 

活動の継続により人材やノウハウを維持していくことが必要です 

市内で文化芸術活動を行う団体等へのヒアリング調査では、「高齢者は、新型コロナウイルス感

染症の感染リスクから、活動を控える傾向がある」「活動団体の活動者数の減少」が指摘されていま

す。 

文化系部活動に所属している子どもたちも、発表や交流等の活動で得られる様々な体験が得にく

い状況にあるということです。 

継続的な活動が文化芸術を親しむ人を減らさないこと、人から人へ活動のノウハウを継承してい

くことにもつながるため、ウィズコロナ、アフターコロナにおいても、オンラインの有効活用とい

った文化芸術活動を継続するための工夫や新たな活動スタイルの構築が、喫緊の課題となっていま

す。 

 

②より多くの子どもたちが参加できる体験・鑑賞機会の充実 

子どもの４人に３人が文化芸術を好きだと回答しており、半数以上が大人になっても楽しみたいと

考えています 

子どもを対象としたアンケート調査では、市内の小学５年生、中学２年生、高校２年生の４人に

３人が、文化芸術の鑑賞・体験を好きと回答するとともに、半数以上が大人になってからも文化芸

術を楽しみたいと思うと回答しています。子どもが文化芸術に親しむ機会の提供とともに、大人に

なってからの自主的、継続的な活動を支える環境を整えることが求められています。 

 

文化芸術による子どもの心の豊かさや創造性の伸長が期待されています 

市民を対象としたアンケート調査では、文化芸術振興による地域や市民への効果について、「子

どもの心の豊かさや創造性の伸長」が最も期待されています。また、子どもを対象としたアンケー

ト調査では、文化芸術の直接鑑賞経験や鑑賞意向のある子どもの方が、達成感を得た経験、チャレ

ンジ志向、自己肯定感が高くなっています。国の文化芸術推進基本計画（第２期）においても「文

化芸術は、創造力と感性を備えた豊かな人間性を涵養するなど、人間が人間らしく生きる糧となる

ものであり、子供たちの教育においても極めて重要である。」と示されており、子どもたちが文化芸

術活動に参加し、創造することができる環境づくりが求められています。 
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子どもが文化芸術の楽しさに触れる機会を継続的に提供することが求められています 

市内で文化芸術活動を行う団体等へのヒアリング調査では、「多くの子どもたちに文化芸術の楽

しさに触れてもらうためにも、子どもたちへの体験機会の提供に力を入れていくべき」と指摘され

ています。子どもたちが文化芸術に関心を持つきっかけとなり、活動意欲や行動につながるような

継続的な機会提供が求められています。 

 

③より多くの市民に届く効果的な情報発信 

より多くの市民に地域の文化芸術の取組を周知するため、情報の集約と効果的な発信が必要です 

市民を対象としたアンケート調査では、市民の約８割が、文化芸術の鑑賞・体験や活動に関心が

あると回答していますが、市内で行われる文化的イベントに参加しなかった理由として、「知らな

かった」との回答が４割を超えており、地域の文化芸術に関する情報が、市民に対して十分に届い

ていない現状が浮き彫りとなっています。 

今後、市民の文化芸術に対する知的好奇心を満たすような情報を、各世代にしっかりと情報発信

していくことが求められています。 

 

紙媒体とともに、デジタル媒体の効果的活用が求められています 

市民を対象としたアンケート調査では、文化芸術をより鑑賞・体験するようになるために市が行

うべき情報発信手段として、今後も「広報紙」「市内各所にポスター」が主流となる一方、「20歳代」

「30歳代」等、比較的若い層への情報伝達については「フェイスブック等の SNS」が有効であるこ

とが分かります。また、中高生を対象にしたワークショップでは、事業の案内等において視覚に訴

える写真やイラストを用いた市民に分かりやすい発信の工夫が重要視されています。 

市内で行われる文化的イベントに対する市民の興味・関心を高め、より多くの市民が参加するき

っかけとなるよう、世代ごとに適した有効な手法による情報発信をしていくことが求められていま

す。 

 

④他分野との連携の更なる推進 

活動している人同士の連携や、スポーツ、教育、福祉分野等との連携により、交流拡大や新しい取

組を推進していくことが必要です 

市内で文化芸術活動を行う団体等へのヒアリング調査では、「教育やスポーツ等の他分野との連

携や文化芸術の関係団体・施設とのより一層の交流によって、市民が文化芸術に親しむきっかけづ

くりの拡充につながっている」とその効果を認める声があります。 

文化芸術という同じ分野で活動する人同士の交流促進とともに、他分野の主体や団体との協働・

連携を通じて、従来とは異なる相乗効果を創出することが期待されています。 

 

文化芸術を通して、障害者や外国人等と交流しやすい機会が作られています 

市内で文化芸術活動を行う団体等へのヒアリング調査では、「文化芸術を通して障害のある方と

そうでない方との接点を持ちやすい」「市内在住の外国人との交流は、多様な文化に触れる機会と

なっている」等、文化芸術が様々な人との交流に役立っていることが分かります。 

文化芸術を切り口とした他分野との連携可能性は高く、相乗効果も期待できることから、より多

くの市民の関心や参加を促進する施策・事業展開が求められています。 
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⑤文化芸術を支える人材の確保と育成 

文化芸術を支える市民が育ち、地域で活躍するとともに、参加する人を増やす取組が必要です 

市内で文化芸術活動を行う団体等へのヒアリング調査では、「文化芸術活動に参加していない市

民にも市の文化芸術を知ってもらう『見える化』の推進が必要」と指摘されています。文化芸術に

関わる様々な団体や活動者が意見交換を行う中で新しい事業が生まれていることから、今後も活動

者同士が集まる機会づくりを行い、それぞれが持つアイデアや人材を生かした連携を行うことが有

効であると考えられます。 

あわせて、市民に伝わりやすく、親しみやすい取組を展開するほか、一つのテーマや主体による

取組にとどまらず、様々な要素を組み合わせることにより、活動に関わる人だけではなく、参加し

たい人も増やすための方策が求められます。 

 

文化芸術活動を支える環境の整備と次世代育成が求められています 

「市内の活動団体の練習場所不足」「美術作品等を展示するスペースや市民が楽しめる場所」等、

鑑賞する人、活動する人の関心や活動の気運を高めるための環境整備が求められています。 

また、「文化事業の充実」「子どもが文化芸術に親しむ機会の充実」「活動ができる施設や情報の充

実」等により、次世代の文化芸術活動を支えていく人づくりが期待されています。 

 

⑥文化芸術によるまちの活性化や交流の拡大 

約８割の人が文化芸術に親しむことが地域の愛着を高めると考えています 

市民を対象としたアンケート調査では、約８割の市民が、文化芸術に親しむことが市への愛着を

高めることに有効と感じています。 

文化芸術活動を通じて、市への愛着を高めるために必要なこととして、「市内のイベントに参加」

「文化芸術活動ができる施設が充実」「地域の歴史や伝統文化に触れる」等が重要視されているこ

とから、地域資源を活用し、地域で楽しむ時間や参加の機会を充実していくことが求められていま

す。 

 

まちのなかで文化芸術による賑わいや交流を生み出す取組が期待されています 

市内で文化芸術活動を行う団体等へのヒアリング調査では、「市内のパブリックアート、行政や

個人が所有している作品や資料を収集・活用することで、鑑賞機会を増やすことができる」と提案

されています。 

また、文化施設に限らず、まちなかのスペース等を活用した活動を展開することにより、新たな

出会いや交流の機会が生まれています。市内にある文化資源等を有効活用することで、まちの活性

化や賑わい創出を図ることが期待されています。 
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第３章 文化芸術振興計画の基本的な考え方 

１ 基本的な考え方 

（１）第３期計画の目指すべき姿 

 

 

 

 

目指すべき姿は、西東京市文化芸術振興条例を踏まえ第１期計画から掲げているものであり、第

３期計画においても、これを引き継いでいきます。 

 

国の文化芸術推進基本計画（第２期）において、文化芸術は、人々の創造性を育み、豊かな人間

性を涵養するとともに、人と人との心のつながりを強め、心豊かで多様性と活力のある社会を形成

する源泉となるものであり、また、地域社会の基盤を形成し、人々の生活の礎となり、彩りと潤い

を与えるものとして、洋の東西を問わず、人類にとって必要不可欠なものであるといった本質的な

価値を有していることが示されています。第３期計画は、そのような文化芸術が持つ価値を踏まえ、

市民一人ひとりがそれらを享受、創造し、発信できるまちの実現を目指します。 

 

目指すべき姿の実現に向けては、文化芸術に触れること、活動することなどにより生み出される

個人や地域、社会に対する波及力を意識し、「心身の健康」や「地域への愛着」、「共生社会の実現」、

「地域の活性化」といった、目指すべき姿に併せて複合的に生み出される効果を意識します。 

 

 

  

市民一人ひとりが文化芸術を享受・創造・発信できる 

文化の香りあふれるまち 
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（２）目指すべき姿に併せて複合的に生み出される効果 

 

①子どもから高齢者まで生涯を通じた『心身の健康（ウェルビーイング）』の実現に貢献する 

西東京市では「健康都市宣言」において、創造的な生活が健康づくりにつながる要素であると位

置づけてきました。近年では、国においても、身体的な健康だけでなく、精神面、社会面も含めた

すべてにおいて良好な状態のことを意味する「ウェルビーイング」と文化芸術の関連性が示される

ようになってきました。 

文化芸術に触れることは、人々に楽しさや感動、精神的な安らぎや生きる喜びをもたらしてくれ

ることから、心の栄養となって、人生における様々な課題を解決するための活力となっていきます。 

また、文化芸術は、子どもの豊かな人間性を育むだけでなく、達成感を得た経験、チャレンジ志

向、自己肯定感など、子どもの成長力を高めることにもつながっています。 

 

②地域で文化芸術に関わる体験や地域資源に親しむことを通して『地域への愛着』を育む 

市民の多くが、市内のイベントに参加したり、文化芸術活動を行ったり、地域の歴史や伝統文化

に触れるなど、地域で文化芸術に親しむことが市への愛着の向上につながると認識しています。 

文化芸術を通して、地域の歴史や特性などを知ったり、新しい出会いが生まれます。人と人との

つながりができることによって、住み、暮らす環境がより充実し、豊かになっていきます。 

自分が住んでいる場所への愛着は、個人のアイデンティティの形成に影響するだけでなく、これ

からも住み続けたいという気持ちや、地域活動に積極的に参加する意識の醸成などにもつながりま

す。 

 

③柔軟な価値観や生き方等の意識の醸成により『共生社会の実現』に寄与する 

文化芸術は、年齢や性別、障害の有無、国籍等に関わらず、誰もが親しみ、創造できるものであ

り、多様な価値や個性、表現や考え方に出会うことは、多様性、包摂性、持続可能性をキーワード

とした新たな社会の実現に向けた貢献が期待されています。 

文化芸術は、立場や人種、国籍、性別、障害の有無などを超えて、対等に集まり、コミュニケー

ションを取ることができる可能性を持っています。対等なコミュニケーションによって、日常での

関わりよりも親密なコミュニケーションが生まれることから、他分野における交流の中で文化芸術

を取り入れることで相互理解をより深める効果が期待されます。 

 

④文化芸術を通じた多様な連携やつながりが『地域の活性化』の原動力となる 

文化芸術に関わる市民や活動団体、教育機関や民間事業者などの各主体のみならず、観光、まち

づくり、国際交流、福祉、教育、産業など様々な分野との連携やつながりを持つことで、文化芸術

を通した地域の活性化につながっていきます。 

このような様々な連携やつながりを持つことで、地域の文化芸術の価値を高めるだけでなく、地

域に根差したコミュニティの形成や多様化する地域の課題解決への寄与が期待されることから、持

続可能なまちづくりにも貢献していきます。 
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（３）文化芸術の担い手 

第３期計画では、すべての市民が文化芸術の担い手であると捉えます。 

文化芸術活動を行う活動者や団体が中心的な文化芸術の担い手となることはもちろんですが、鑑賞

者が作品を鑑賞することは、それらの活動を支えることにつながります。応援者がイベント時のボラ

ンティア活動や寄付などで支えることもあります。自らが積極的に関わらなくても、地域や子どもの

文化芸術の活動機会や場を提供したり、意欲を持つ子どもの活動を見守ったりすることも担い手とし

ての役割を果たしているといえます。 

子どもは、積極的な鑑賞や体験、活動を通して、地域を活性化させたり、保護者などと一緒に活動

することで他の世代の参加につながること、次世代の文化芸術の担い手として期待できるなど様々な

可能性を持っています。 

このように、すべての市民が文化芸術に様々な形で関わっていくことを踏まえ、各施策を推進して

いきます。 
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２ 施策体系 

  
市民一人ひとりが文化芸術を享受・創造・発信できる 

文化の香りあふれるまち 

心身の健康 地域への愛着 共生社会の実現 地域の活性化 

目指すべき姿 

目指すべき姿に併せて 
複合的に生み出される効果 

施策１ 誰もが親しめる文化芸術の鑑賞機会の提供 

基本方針１ 

市民一人ひとりが

身近に文化芸術に

触れる・楽しむ 

施策２ 子どもが文化芸術に出会うきっかけづくり 

施策３ 様々な参加機会を促す事業の充実 

施策４ 市民に届く効果的な文化芸術情報の提供 

施策１ 自立的・継続的な文化芸術活動の推進 

基本方針２ 

地域の文化芸術活

動に関わる人と場

を結ぶ・支える 

施策２ 文化芸術を支える人材の育成と活用 

施策３ 活動者の情報共有・連携による取組の充実 

施策４ 文化芸術に親しむ場の確保と充実 

施策１ 文化資源の継承・活用・発掘によるまちづくりの推進 

基本方針３ 

文化芸術の力を 

地域や社会の中で

生かす・つなげる 

施策２ 文化芸術を通した多様性の理解と交流の促進 

施策３ 関連機関・他分野と結び付けた文化芸術活動の促進 

施策４ 近隣市や姉妹都市・友好都市との交流 

施策 基本方針 
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第４章 文化芸術振興に向けた施策の展開 

基本方針１ 市民一人ひとりが身近に文化芸術に触れる・楽しむ 

年齢や障害の有無、国籍等に関わらず、誰もが多彩な文化芸術に触れる機会を提供し、市民が気

軽に文化芸術を鑑賞・体験できるように推進します。 

地域で文化芸術に親しめるようにしていくことは、子どもが生まれ育つ環境を豊かにすること、

子育て世代や高齢者など、遠方に出向くことが難しい人々にとっても継続的に文化芸術を享受する

ことなど、すべての市民が地域の愛着形成や生きがい、社会とのつながりを持つ機会を増やすこと

につながります。 

特に、子どもの頃の体験はその後の成長の基盤となるものであり、地域で文化芸術を活発にする

ことにより、子どもの心の豊かさや創造性を育むことは市民にとっても広く重要視されています。

子どもが文化芸術の楽しさを知ることができたり、次世代の文化芸術の担い手としてつながるきっ

かけとなるよう、多様な文化芸術の鑑賞・体験等の取組を充実していきます。 

誰もが文化芸術を生活の中で身近に楽しむことができるように、文化施設での機会の充実はもち

ろん、まちなかや学校などにおけるアウトリーチなど文化芸術に触れる場を増やしていくとともに、

公募参加型の公演やワークショップなど、参加のあり方を広げていきます。 

また、情報発信は市民が文化芸術に触れるきっかけの提供や、継続した活動を支える重要な取組

であることから、本市が実施する様々な文化芸術に関わる事業やイベントに関する情報を発信しま

す。発信にあたっては、紙媒体とデジタル媒体の特性を踏まえた効果的な発信や様々な主体との連

携を通じた情報発信により、多くの市民が文化芸術に関する情報に触れることができるように取り

組みます。 

 

施策１ 誰もが親しめる文化芸術の鑑賞機会の提供 

（心身の健康・地域への愛着・共生社会の実現） 

 文化施設をはじめ、市内の様々な場所で音楽や美術、舞

台芸術など多彩な公演や展覧会などを実施することに

よって、年齢や障害の有無、国籍等に関わらず、市民の

誰もが身近に文化芸術を親しめるよう鑑賞機会を充実

させます。 

 文化施設等で公演や発表などを実施する際、あわせてオ

ンライン配信をすることにより、時間や場所にとらわれ

ず個人の状況に合わせて気軽に鑑賞できる機会を提供

します。 

【取組例】 

保谷こもれびホール指定管理者による事業 

公共施設におけるロビーコンサート 

障害の有無や国籍、言語の違いなどに配慮したプログラムの実施 

オンラインを活用した鑑賞機会の提供   など 

  

   写真 
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施策２ 子どもが文化芸術に出会うきっかけづくり 

（心身の健康・地域への愛着・地域の活性化） 

 文化施設や学校において、子どもたちが音楽や演劇、絵

画、伝統文化など多彩な文化芸術に触れる機会を提供し

ます。 

 文化芸術の鑑賞や体験、活動などを通して、子どもたち

が自ら考えたり、創造したり、表現したりすることの楽

しさを体験できるような取組を推進します。 

 子どもたちが多様な文化芸術に出会い、継続して文化芸

術に親しみ、次世代の文化芸術の担い手としてつながっ

ていけるように、地域と連携して活動の場や機会の充実を図ります。 

【取組例】 

保谷こもれびホール指定管理者による学校へのアウトリーチ事業 

親子を対象とした鑑賞会 

市内の人材を活用した、文化芸術に触れる機会の提供  など 

 

 

施策３ 様々な参加機会を促す事業の充実 

（心身の健康・地域への愛着・地域の活性化） 

 文化芸術への関心の有無にかかわらず多くの市民が文

化芸術に親しむ機会を提供するため、文化施設以外の公

共施設やまちなかなどのオープンスペースを活用し、文

化芸術を気軽に楽しむことができる機会を提供します。 

 作者や演奏者による解説が付いた公演や、公募参加型の

公演、楽器演奏の体験等のワークショップや講座などを

通じて市民が活動者と関わる機会を提供します。 

 福祉やスポーツのイベントなど、他の分野の取組におい

て文化芸術の要素を付け加えることで、幅広い市民が文

化芸術に触れる機会を創出します。 

【取組例】 

レクチャーコンサートなど、解説付きの公演、展示 

公募参加型の公演 

ワークショップなどの体験機会の実施 

近隣の美術館等文化施設との連携による鑑賞事業 

    など 

 

 

 

  

   写真 

 

   写真 
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施策４ 市民に届く効果的な文化芸術情報の提供 

（地域への愛着・地域の活性化） 

 本市が関わる事業を中心に、公演、ワークショップ等の

鑑賞・体験に関する情報や、市民活動や活動場所等の活

動に関わる情報など、幅広い内容について、市報、市ホ

ームページ、SNS等を活用し、情報提供を行います。 

 より多くの市民が文化芸術に関する情報に触れること

ができるよう、事業の対象となる世代や属性を考慮した

効果的な媒体や発信機会を活用して発信を行います。 

 PR親善大使など、発信力のある市民等と連携し、効果的

に文化芸術情報を発信します。 

【取組例】 

市報、市ホームページ、SNS等による情報発信の強化 

文化的イベントなどの人が多く集まる機会に合わせた情報発信 

発信力のある媒体や人材を活用した情報発信   など 

 

 

参考指標 現状値 目標値 

   

   

   

   

 

  

   写真 
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基本方針２ 地域の文化芸術活動に関わる人と場を結ぶ・支える 

市民の主体的な鑑賞・体験、活動を促進するため、地域における文化芸術に関わる人的資源や文

化資源、文化施設等を結び付けながら、市内の文化芸術に関わる人材育成や環境整備に取組みます。 

主体的に活動している市民や団体は、地域における文化芸術の重要な担い手であることから、継

続して活動していくことができるように、日常的な活動の場や発表の場や機会の提供を行います。 

文化芸術には、知識や技術などの継承が必要なものもあり、現在の活動を今後も継続したり、新

しい活動につなげたりするためにも、新たな活動者や支える人を増やしていくことが重要です。地

域ゆかりのアーティストとの連携や、子ども、若い活動者やボランティアの活動機会を提供しなが

ら、人材の育成と活用を図ります。 

また、文化芸術という同じ分野で活動する人同士の交流や連携を促進し、活動の充実や活性化、

質の向上を図ることにより、今後も市の文化芸術活動が市民により活発に行われていくように推進

します。 

文化施設は、市民が鑑賞や体験ができ、日ごろの練習や発表する活動の場としての機能に加え、

身近に文化芸術に触れることができる場所であるとともに、市民の憩いの場としての役割が期待さ

れるようになっているため、文化的な雰囲気を感じられる場としての工夫も行います。 

 

 

施策１ 自立的・継続的な文化芸術活動の推進 

（心身の健康・地域への愛着・地域の活性化） 

 文化芸術活動の担い手である活動者や活動団体が、それ

ぞれの活動を継続して行うことができるよう、日常的な

活動の場や、発表の場、PR等の機会提供、広報等の支援

を行います。 

 市の文化芸術活動の認知度の向上や、文化芸術を通じた

地域の賑わいの創出、文化芸術に親しむ市民の裾野を広

げることなどにつながるよう、活動団体との協働や連携

に取り組みます。 

【取組例】 

活動者の発表の機会や場の提供 

活動団体と協働による事業の実施 

国や東京都の文化芸術に関する様々な助成制度等についての情報提供 

市内活動団体の自主企画や運営についてのアドバイスの実施 など 

 

  

   写真 
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施策２ 文化芸術を支える人材の育成と活用 

（地域への愛着・共生社会の実現・地域の活性化） 

 地域ゆかりのアーティストと連携した事業を実施する

ことで、活躍の機会を創出するとともに、人的資源の認

知度を高め、市民の地域への愛着や誇りを醸成します。 

 子どもや若手の活動者に対して、日頃の活動や成果を発

表する機会や場の提供について支援を行うことで、将来

において地域の文化芸術を支える担い手を育成します。 

 市民主体の活動を支援するため、ボランティア活動の充

実と人材育成のための養成講座を実施します。 

 市内の文化イベントなどにおいて市民ボランティアの

活動の場を提供するとともに、参加しやすい仕組みや体制づくりを行うことで、文化芸術に

関わる多様な参加の機会と活動の活性化を図ります。 

 

【取組例】 

地域ゆかりのアーティストを招へいした事業の実施 

子どもや若い活動者の発表の機会や場の提供 

地域の文化芸術を支える担い手を育成する講座やワークショップの実施 

市民ボランティアの育成と活躍の場の体制づくり   など 

 

 

施策３ 活動者の情報共有・連携による取組の充実 

（心身の健康・地域への愛着・共生社会の実現・地域の活性化） 

 文化芸術における同じ分野、あるいは異なる分野で活動

している団体が情報の共有ができる場や機会を設ける

ことにより、課題解決や活動の質の向上などの方法の共

有を図り、活動の連携や活性化を促します。 

 地域資源や人的資源を活用した企画や事業の実施を促

すとともに、各団体が連携し、新しい工夫や展開が生ま

れるような取組を行います。 

【取組例】 

活動者や活動団体同士の交流の機会づくり 

活動団体の連携によるイベント実施の促進   など 

 

 

 

 

 

 

   写真 

 

写真 
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施策４ 文化芸術に親しむ場の確保と充実 

（心身の健康・地域への愛着・共生社会の実現・地域の活性化） 

 

 鑑賞・体験や日頃の練習、発表の場など、文化芸術活動

の中心的な役割を担う文化施設について、市民が求める

役割や機能を把握しながら、地域の実情や社会状況の変

化に合わせ、中長期的な視点を含めた機能強化や修繕・

改修、施設整備を行います。なお、将来的には保谷こも

れびホールの耐用年数を見据えながら、20万人都市にふ

さわしいホール機能や広域的連携などを検討します。 

 文化施設には、施設の内外に限らず、文化的な雰囲気を

感じられる場としての工夫も行います。 

 年齢や性別、障害の有無、国籍等に関わらず、誰もが文化芸術に親しむことができるよう、

文化施設等のバリアフリー化を進めます。 

 文化施設に限らず、文化芸術を市民がより身近に、自然に楽しむことができるよう、公共施

設や駅前スペースなどを活用した取組を実施します。 

【取組例】 

文化施設の利用者・活動者の意見の把握、機能強化や施設整備 

文化機能を有する公共施設の利活用の促進 

福祉施設、商店街、駅前スペースなどの活用 

広域的な文化施設の相互利用の検討             など 

 

 

参考指標 現状値 目標値 

   

   

   

   

 

  

   写真 
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基本方針３ 文化芸術の力を地域や社会の中で生かす・つなげる 

地域の歴史資源や文化芸術の持つ力を意識しながら、文化資源を活用し、文化芸術を通した交流

や連携によるまちの活性化を推進します。 

地域で育まれてきた伝統文化や歴史的な文化資源、風景などは、地域の歴史であり、地域への愛

着や誇り、コミュニティの形成につながります。地域の歴史や魅力を発掘し、市民の共感と守り育

む意識を醸成することにより、文化芸術を通じたまちづくりを推進していきます。 

また、文化芸術を通じて新しいものの見方や考え方に出会い、多様性を認めたり、様々な人々が

文化芸術を通して地域に参加する機会を生み出すことで、共生社会の実現につなげます。 

様々な人や団体が分野を超えて結び付くことで、文化芸術以外に関心のある層を呼び込み、関わ

る人が増えることが期待できます。そのためには、市民、民間事業者、教育機関など、様々な主体

の連携・協働・交流が重要となります。他分野との連携は、新たな価値を生み出すことも期待され、

文化芸術の可能性や裾野を広げるためにも積極的な展開を図ります。 

さらには、文化芸術の担い手が、広域的に活動を展開したり、新たな行き来を生み出すような取

組を通じて、人のつながりや交流による地域の活性化を図ります。 

 

 

施策１ 文化資源の継承・活用・発掘によるまちづくりの推進 

（地域への愛着・地域の活性化） 

 市内の有形・無形の文化財を次世代に継承していくため、

文化財とその周辺を含めて適切に維持・管理を行うとと

もに、地域の文化財や歴史的資料の情報提供や活用を図

ります。 

 市民に親しみやすい情報発信や体験型イベント等を実施

し、市内の文化資源に対する認知度や好奇心、地域への

愛着、誇りを醸成します。 

 市内の様々な文化資源について、その魅力を発掘し、共

有や発信する過程において市民参加や交流の機会を充実

することにより、コミュニティの形成や地域の活性化を促進します。 

 

【取組例】 

文化財に関する適切な維持管理や調査・記録 

下野谷遺跡の PRや体験事業の実施など文化資源の認知を高める取組 

パブリックアートなど地域の身近な文化資源の周知 

まち歩きなど地域資源を活用した交流イベントの実施    など 

 

 

  

 

   写真 
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施策２ 文化芸術を通した多様性の理解と交流の促進 

（心身の健康・共生社会の実現） 

 文化芸術を通して、障害のある方や外国人などの地域参

加の機会をつくるとともに、市民が互いに新しいものの

見方や考え方に出会い、多様性を認め合う意識の醸成を

促進します。 

 障害の有無や国籍等に関わらず、誰もが文化芸術に親し

むことができ、交流することを通じて共生社会の実現に

つながるよう、文化芸術に関わる情報の発信方法、関係

機関との連携に取り組みます。 

【取組例】 

パラアート事業の実施 

日本文化をテーマにした交流事業の実施 

多文化共生事業の実施               など 

 

 

施策３ 関連機関・他分野と結び付けた文化芸術活動の促進 

（地域への愛着・地域の活性化） 

 活動者や活動団体と、文化芸術に関連する専門的な知識

やノウハウ、人材を有する民間事業者や大学等との連携

を促進することにより、取組の質の向上や新たな視点の

導入を図ります。 

 市民がそれぞれの興味・関心をきっかけに、多様な楽し

みや気づきを得ることができるよう、福祉・スポーツ・

産業・教育等他分野との連携による事業を実施します。 

 多様な事業の実施により新たな価値を生み出すととも

に、多様な人々の参加を通じて文化芸術に関わる人の裾野を広げていきます。 

【取組例】 

福祉施設や教育機関等と連携したアウトリーチ事業の実施 

他分野と連携した活動の拡大、イベントの実施       など 

 

  

   写真 

 

   写真 
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施策４ 近隣市や姉妹都市・友好都市との交流 

（地域への愛着・共生社会の実現・地域の活性化） 

 市内における様々な活動の活性化を図りつつ、広域的な

交流、連携を充実させます。 

 多摩北部都市広域行政圏協議会の構成市の連携により

実施している「多摩六都フェア」をはじめ、様々な人的

資源や環境等を充実させ、先導的な役割を果たすプロジ

ェクトを推進します。また、図書館の相互利用等のサー

ビスを提供していきます。 

 本市は、福島県南会津郡下郷町と姉妹都市の協定を、山

梨県北杜市（旧須玉町）や千葉県勝浦市と友好都市の協

定を結んでいます。姉妹都市や友好都市との取組とし

て、互いの地域資源を活用した市民の交流を促進し、地

域の活性化を図ります。 

【取組例】 

近隣都市と連携し、相互の地域資源等を活用した事業の実施 

姉妹都市・友好都市と連携した文化事業の実施   など 

 

 

参考指標 現状値 目標値 

   

   

   

 

 

  

   写真 
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第５章 計画の推進に向けて 

１ 推進・管理のための体制 

計画推進及び進捗状況の確認のため、「西東京市文化芸術振興推進委員会」と「西東京市文化芸術

振興庁内検討委員会」を設置します。 

 

 

 

・学識経験者や公募による市民等で構成する。 

・文化芸術振興条例に基づく推進機関である。 

・市長の依頼を受けて、計画の策定に関すること、評価や見直しに関すること、文化芸術の振興

施策の推進に関すること等について、協議及び検討し、その結果を市長に報告する。 

 

 

 

・本市の関係各課の代表で構成する。 

・行政内での計画の推進組織として、文化芸術に関わる施策を調整する。 

・計画の進捗状況について把握し、その点検、評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西東京市文化芸術振興推進委員会 

西東京市文化芸術振興庁内検討委員会 

 

施策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 

東京都 

関係機関 

市長 

計画の評価・施策の推進・情報交換 

西東京市文化芸術振興庁内検討委員

会 

会 

 

施策の調整・推進/計画の点検・評価 

 

市 

市民・活動団体・民間事業者・ＮＰＯ等 

連携 

連携 

西東京市文化芸術振興推進委員 

 

依頼 

 

報告 
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２ 各主体の役割 

計画の推進にあたっては、市民、活動団体、教育機関、民間事業者等、市がそれぞれ主体的に文

化芸術活動やその推進に取り組むとともに、各主体に求められる役割や連携を強化していくことが

必要です。 

 

（１）市民 

 文化芸術の効果を認識し、共感する 

 文化芸術の担い手として、振興を支える多様な役割を担う、地域文化の主役である 

 文化芸術に関わる取組を理解・尊重し、活動者や鑑賞者・応援者あるいは、それを見守る市

民として努める 

 

（２）活動団体 

 文化芸術の活動を始めるきっかけづくりや活動の継続に貢献する 

 市民の能動的な文化芸術活動を支える 

 身近な文化芸術活動の担い手として、市民に分かりやすく文化芸術の楽しさを伝える 

 地域のイメージ向上、にぎわいづくりを行う 

 

（３）教育機関 

 子どもたちの豊かな感性を育む場づくりを行う 

 家庭や地域と協働で取り組む 

 市や国などが行う文化芸術に触れる機会や情報を子どもたちに積極的に提供する 

 近隣大学は、一般向けの生涯学習講座など知的資源を提供することで市民の向学心を増進さ

せることが期待される 

 

（４）民間事業者等 

 文化芸術に関わる事業への協賛、地域のイベントの支援をする 

 人が集まる施設やスペースを持つ民間事業者はコンサートや壁面ギャラリーなどを実施する 

 商店街などによる文化的なにぎわいづくりを行う 

 まちのイメージづくりを行う 

 

（５）市 

 文化芸術に関する施策の総合的な計画策定及び推進、管理を行う 

 文化施設等の環境整備を行う 

 人や活動団体、民間事業者等各主体のつなぎ役となる 

 多様で魅力的な鑑賞機会や体験の場を提供する 

 文化施設は市民の文化芸術活動を支える受け皿として、鑑賞・体験機会の提供と情報発信を

強化する 

 積極的に活動をしている市民、活動団体を支援する 
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３ 進行管理 

（１）ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

本市の文化芸術振興施策の推進には、各施策展開について、実効性を確保するための進行管理を

行う必要があります。各施策に関して、「計画（Ｐｌａｎ）」「実行（Ｄｏ）」「点検・評価（Ｃｈｅｃ

ｋ）」「見直し（Ａｃｔｉｏｎ）」のＰＤＣＡサイクルを繰り返し行うことで、取組の実効性を確保し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 施策・事業のＰＤＣＡ 

毎年度、基本目標―施策ごとにひもづけられた各取組について、所管課が実績をもとに自己評価

を行い、「西東京市文化芸術振興推進委員会」、「西東京市文化芸術振興庁内検討委員会」がその結果

を確認・点検します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計画全体のＰＤＣＡ 

また、計画最終年度には、５年間の取組や成果、アンケートや利用者意見などの市民意見、各関

係者へのヒアリング調査などを基に総合的に分析・評価し、次期計画に向けた見直しを行います。 

 

（２）進行管理への市民参加の推進 

市民アンケート、ワークショップ等を通じて、幅広い市民の意見を得ながら、計画の進行管理を

進めます。  

計画に基づき 
施策を実行 

計画（Plan） 

点検（Check） 

見直し（Action） 実行（Do） 

次のＰＤＣＡサイクルへステップアップ 

結果を計画と 
比較し点検 

点検結果を分析し 
計画や取組を 

見直し 

基本方針 施策１ 
取組 所管課 

取組 
 

所管課 

取組 
 

所管課 

施策２ 
取組 

 

所管課 

取組 
 

所管課 

取組 
 

所管課 

取組でどのような 
成果が得られたのか 

基本方針や施策の趣旨や
目的を達成できているか 
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４ 財源の確保と活用 

文化芸術を振興していくためには、継続的な取組を支える安定した財源の確保と、その効果的な

活用を図る必要があります。 

本市では、文化芸術に関する活動を推進し、文化芸術の振興を図るため、文化芸術振興基金を設

置しています。その基金の持続可能な運用のため、施設のネーミングライツ料の一部を活用するな

ど財源となる積立原資の安定的な確保について検討していきます。また、基金をより効果的に活用

していくため、西東京市文化芸術振興条例に示す重点目標を踏まえ、次世代を担う子どもたちの文

化芸術活動を支える取組等、第３期計画で示す施策を複合的に推進する事業に積極的に活用するこ

とにより、本市における文化芸術に関する活動を総合的かつ計画的に推進していきます。 

さらに、文化芸術振興基本法の趣旨を踏まえ、福祉、スポーツ、産業、教育等他分野と連携を図

ることにより、該当となる文化芸術以外の分野に関係する国の補助金等の活用の可能性を検討し、

その財源を文化芸術の可能性や裾野を広げるために活用していきます。 
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